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織物の 縫 目滑脱 に 関す る研究 （第 1報）
松　 　村 　　富　 美　子
　 1． 緒 　 言
　縫 製 に よ っ て構 成 さ れ る被服 、 その 他 多 くの 最終 繊維 製 品 は 、縫 製 の 良否 が
製品 の 価 値 を決 定す る 重要 な要件で あ る 。 即 ち縫 製 品 の う ち、特 に ブ ラ ウ
ス 、
シ ャ ツ 等 を着 用 し た場 合 、素 材 に よ っ て は 縫 目が ほ つ れ た り、布 や縫 目 が破壊
す る 以前 に 、 引張 り に よ る縫 目の 滑脱 を生 じ る事 は 時 々 経験 す る こ とで あ る 。
　特 に フ ィ ラ メ ン ト糸 使 い の 甘撚 り、薄地 の 生 地 に こ の 現 象 が お こ りや す く、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 ）
縫 目の 滑脱 に よ り 、 縫 代 端 の 織 糸 が 押 し出 され 、 い わ ゆ る 目引 きを生 じ外観 を
損 な うだ けで な く、 こ れ が過 度 に 大 き い もの は縫 代 の 減 少 、欠 損 に よ り縫 目の
　 　 2 ）
耐 久性 が 低 下 して 使用 に 耐 えな く な る 。
　著者 は 、縫 製の 立 場 か ら こ の 現 象 に 着 目 し、素 材の 構 造 、物 性 と縫 糸 の 物 性 、
及 び縫 製技術 との 関係 を解 明す れ ば、滑脱 防止 対 策 が可 能 とな るで あ ろ う と考
え 、 そ の 第
一
段 階 と して 、 9 種 の 布素 材 を集 め 、 各種の 縫 糸 で 縫 合 し、 そ の 物
性 を測 定 す る と い う方法 で 、 こ の 目 的 を遂 げ る た め の 手掛 り を探 索 した 。
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般 に縫 目 の 滑 脱 が 起 りや す い と云 われ るもの と、そ うで な い もの 9 種類 を選 ん で 供
試 料と し た 。
　夏 の ブ ラ ウ ス 地 と し て 用 い ら れ る 織 布の 中か ら 、 次の 強撚 織 物 を選 ん だ 。
　綿平織 （ボ イ ル ）
　 ポ リ エ ス テ ル 織 物 　 1 ．揚 　柳
　 　 　 　 　 　 　 　 　 2 ．ジ ョ ーゼ ッ ト 3 種
　 　　 　 　 　 　 　 　 3 ．パ レ ス 　 　 　2 種
　絹平織 （ク レープ デ シ ン ）
　W ／E の 混紡 織物 （シ ャ ー ク ス キ ン ）
　 試 料布 諸元 は 表 1 に 示 した。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 表 1 　 　 布 　 資 　 料
糸密度 1cm 織糸 デ ニ ール 織糸強度く9／d） 織 糸強 力（9＞ 織糸 伸 度 （％ ）
恥 試　 　料 　 　名 組 　織
厚 さ
　 （mm ） タ テ ヨ コ タ テ ヨ コ タ テ ヨ コ タ テ ヨ コ タ テ ヨ コ
1， ジ ョーゼッ ト（3（脚 乎 織 0，13909640503 ．522 、9314Q ，8146 ，470 ，158 ．9
2． 揚 　　　 柳 平　 幟
0．391337496 ．51442 ．702 ．05260 ，8295 ．260 、068 ．0
3． 絹 平　織
0．1613611646 ．546 ．03 ．093 ．30143 ，815L824 ，633 、4
4． パ レ ス （レ ッ ド｝
平織 の
変 り織 0．16 圭159 王 50543 ．183 ．25159 ．4175 ．652 ．939 ．2
5． パ レ ス （べ 一ジュ ）
平織の




　1611611 ．821 ．94292 ．4313 ．043 ．95L3
7．ジョーゼッ ト（5〔冠） 平　織
0．16889472 ．58LO3 ．122 ．71226 ．222054 ．153 ．1
8，綿　 （ボ イ 丿の 平　織
0．219179
寧 購｛田レ2，
1051042 ．872 ．8930L430L411 ．327 ．8
9．臼 ジ ョ ーゼ ッ ト 平　織
O，2919710076 ．084 ．  3．032 ．76230 ．4232 ．255 ．554 ，5
　 ＊ は メ ート ル 番 手。　 　 ＊ ＊ は 綿 番手。
測定条件
G ．L （Gage ．　Length ） 試 験 長
H ．S （Head ．　 Speed ） 引 張 速 度
C ．S （Chart ．　Speed ） 記録 紙 の 送 り速 度
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Z 　 　 3，240T ／m
S　 　 3．230T ／m
Z 　 　3，140T ／m
S　　 3．200T ／m










4． Z　 　2270T ／m S　　L390T ／m
5． Z　 　 　 330T／m S　 　2，650T／m
6． Z　　1．070T ／m Z 　 　 　 873T／m
7． Z　　2，700T／m Z　　2，700T／m






　絹 ミ シ ン 糸 50番 と、既 製服 業界 で 一般 に 用 い ら れ て い る ポ リ エ ス テ ル フ ィ ラ メ ン ト糸 50／3
と ポ リ エ ス テ ル ス パ ン 糸 50／3の 3種を用 い た 。 縫糸 の 強伸 度 及 び引 掛強 伸度 測定 法 は 、JIS．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3 ⊃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・ 〕
L2511 ポ リエ ス テ ル 縫 糸試験 方法 J．L ．2310絹縫 糸 の 試験 方法 に よ っ た 。 又 こ れ ら縫糸 の 引張
強伸 度 を 表 3 に 示 した 。
　 尚 、引掛 強 伸 度 は 実 際 の 縫 目 の 引張 り を想 定 し て 、 で き る だ け ル ープ 糸長 を短 か く し た い
　　（注 ）引掛 強伸 度 　　 　　　　 　　　　 と考 え、糸 長 を 0 ．5   、引張速 度 は 0．5cm／min ．
　 　　　　　　　　 で 始め た が糸長 が 小 さ い 程 、測 定 誤 差 が 大 き い
　 　ツ カ ミ間 の 中央 に 　の で 糸 長 を大 きく し て 誤差 を少な く し・糸 長 に
　 　 ル
ープ をつ く り、　 よ る 変 化 を調 べ た。　 （表 4 ）。
　 　 切 断 時 の 強 さ を測
　 　 定 し、そ の 平 均 値
　 　 で 表 わ す 。
　　　　十
その 結 果 を表 4 に 示 す 。 そ の W に よ れ ば
引掛 強力比≡引掛強 さ／ 引張強 さ × 100
ポ リ エ ス テ ル フ ィ フ メ ン ト糸 　144 ％
ポ リ エ ス テ ル ス パ ン 糸 183％
絹　　縫　　糸　　　　　　　153％　 で 値 が大 き い 程 縫 目強 力は 大で あ る の で 、
ス パ ン 糸 〉 絹縫 糸 〉 ポ リ エ ス テ ル フ ィ ラ メ ン ト糸 とな っ た 。　 （測 定条件 、G 、L20cm
H．S10   ／min ．　 C．　S　20cm／min ．　 L ．　S　s　kg＞
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表 3 　 縫 糸 の 強 伸 度
種 　　　　類 繊 　度 強　力　 （9） 強　度　（9／d＞ 伸　度　 （％）
ポ リ エ ス テ ル
　 　　　　　　 （50 ／3））
　 フ ィ ラ メ ン ト糸





　 ス　 パ 　 ン　 糸
303 L160 3．82 22
絹　 縫　 糸　　 （50／4）） 199 940 4．72 21
表 4 ． 縫 糸 の 引 掛 強 伸 度































ポ リエ ス テ ル
　 フ ィ ラ メ ン ト糸
2．1758 ．261231 ．88◎ 7 ，1769 ，62 ．2208 ．4318 ．62 ，2448 ．5319 ．7
ポ リ エ ス テ ル
　 ス　 パ 　 ン　 糸
2、1927 ．231102 ．0006 ．6063 ．02 ．1907 ．2324 ．62 ，1227 ．O21 ．5
絹 　　縫 　　 糸 L5267 ．677 ユ 1，2026 ．0434 ，51 ，6458 ．2714 ．71 、4407 ．2412 ．2
　 　 （注 〉測定 法 　G ．L （  ＞　 H ．S （  ／min ） C ．S （cm ／min ） L ．S （kg）
　 　　 　　 　　 1　 0．5　　　　　　　0．5　　　　　　　　10　　　　　　 5
　 　 　 　 　 　 　 H1 　 30 　 100 5
　 　 　 　 　 　 　 皿 10 　10 　 20 5
　 　 　 　 　 　 　 亅V20 　10 　 20 5
2 ．2 ． 試験 項 目な ら び に 実験方法
2．2．1．縫 目滑脱測 定 法
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 s ）
　各試料別 に 、J正S 、L 、1079
｝i，
化学繊 維 織物試験 方 法 の 滑脱 抵 抗 力 、縫 目滑脱 法 C 法 に 準 じて
行 っ た。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6 ）
　試料の 作製は、JIS、L 、1068
““ ue物 試験 方法 に ょ っ た。試 料は原則 と し て織物の 両耳端 か ら
全幅の 養ず つ 、端 末 か ら10cm 以上離 れた部 分 か ら採 取 した。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 7 ｝
　試験 室 の 標準状 態は 、JIS 、Z 、8703（試 験場 所 の標準状 態）の 標準 温湿 状 態 2類 （温 度 20：ヒ2
℃ 、 相対 湿度 65 ± 2 ％ ）と し、
　各 試料は 標準状 態の 試験 室内に 4 時問放 置後試験 を行 っ た 。
　又 、試 験片 の 縫 目 は 、 縫 目数 を 7 ／ 吋 、10／ 吋 、13／ 吋 の 3 段 階 に 、縫針 を＃ 9 、縫糸 を、
ポ リエ ス テ ル フ ィ ラ メ ン ト糸 （50／ 3 ）、ポ リ エ ス テ ル ス パ ン 糸 （50／ 3）、及 び絹 縫 糸 （50／4 ）、
と 変化 さ せ 、更 に そ れ らの 各 試料 を洗 た く し て 、処理後 の縫 目滑脱の 性 能変化 に つ い て も実
験 を行 っ た 。
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　 ヨ コ 糸 に平行 に 縫 製 し た 試験 片 、及 び布 素材 に つ い て 、定速 伸 長型 引張 試験機 を用 い て 、
グ ラ ブ 法 （後記） に よ り 引張 隷験 を行 っ た 。 こ う して 得 た 縫 製 品 及 び布素材 の 荷 重 伸 び線 図
に よ っ て 、縫 目 の 滑脱 現 象 を検討 し、各試 料 の 滑脱 抵抗 の 大 き さ を求 め た 。
　 　 　 　 a ）
　グ ラ ブ 法 （JIS 、　L 、1068
−s5
）は 自 記 記録 装置 付 引張 試験機 を用 い 、初荷ig　170g 、つ か み 間
隔 7．6cm と して 、試験片 の 縫 目 に 近 い 端 が上部 つ か み に 位 置 す るよ う に し、（図 2 ） 更 に 縫 目
がつ か み 問 の 中央部 に 位置 す る よ う に 、荷 重一伸長 曲線 を描 く 。
　別 に 、 縫 目 と反対側の 端 が 上 部 つ か み に 位 置 す る よ うに っ か み 、縫 目の ない 部 分 の 荷重 伸
長曲線 を描 く。 こ の 二 つ の 荷重一伸長曲線 を図 1 に 示 す よ うに 同一座 標 で 、同一原点 を通 る
よ うに 重 ね、荷重 0 ．5kg の と き の 両曲線の 間 隔 を求 め 、 こ れ を補 正値 と す る 。
　 こ の 補正値 に 0．6cm の す べ り に相 当す る距離 を加 え た 伸長 の 差 を 2 曲線 の 同一座 標 上 に 求
め る 。 こ の 垂 直座 標 の 足 D か ら求 め た荷重 か ら、補 正値 を求 め る た め の 荷重 O ．5kg を引 い た
値 が 、幅2．54cm当た り に つ い て 6　mm の 滑脱 に 要 す る抵 抗 力 で あ る 。
　図 3 に 9 種 類 の 試 料 の 縫 製品 と布 素材 と の 荷 重伸 び線 図 をモ デ ル 的 に 示 し た 。
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　縫 目滑脱抵 抗の 測定 に 当 っ て は 、通 常 の 使 用状 態 の 他 に 、洗 た く 処 理 後の 変化 も 調 べ る た
め に 下 記 の 条件 で 洗 た く し た も の を加 え た 。 （第 5 表
　　　　　　　　　　　　第 5 表 　 試 料 洗 た く 条 件
洗 た く液 モ ンゲ ン 鞠 ／
L
浴 　 　 比 1　 ：　 50
方　　 法 30分手洗 い 、す ・ぎ30分
3 回 くり返す。
温 　　度 4σC ± 2℃
脱 　 　 水 脱　水　機
乾 　　燥 6（℃ 恒温室 に て ラ イ ン乾燥
測定結果 を第 6 表、第 7 表 に 示 し た 。尚 第 6 表 は そ の ま ・の 試 料 、第 7 表 は 縫 製 し た 試 料
を一回洗 た く し た もの で あ る 。
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第 6 表 　縫 目 の 滑 脱 抵 抗 力
洗 た く 処 理 前 単位kg・
種
　 　 試 料 梅
糸
　 　 針 救
1 2 3 4 5 6 7 8 9
7／吋 2．209 ．46 布 破 断 織 糸切 れ 織糸 切 れ 縫 糸切れ 3、90 布 破 断 織糸切 れ絹
　
　
糸 10／吋 2．909 ．20 布 破 断 織糸 切 れ 織糸 切 れ 縫 糸切れ 3．49 布 破 断 15．6
13／吋 3．1317 ，7 布 破 断 織 糸切 れ 織糸切 れ 縫 糸切 れ 3．64 布 破 断 21：8







10／吋 3．5010 ，0 布 破 断 織糸切 れ 織糸 切 れ 縫 糸切れ 3，20 布 破 断 16．4
13／吋 3，261 ユ．8 布 破 断 織糸切 れ 織糸切 れ 縫 糸切 れ 4．04 布 破 断 18，5








10／ 吋 3．2412 ，2 布 破 断 織糸切 れ 織糸切 れ 縫 糸切 れ 3，26 布 破 断 縫糸切 れ
13／ 吋 3．6914 ．0 布 破 断 織糸切 れ 織糸切 れ 縫 糸切 れ 3．64 布 破 断 20．4
考察 。
　試料 1 、 滑脱 抵抗が 小 さ い 、つ ま り滑脱 しや す い 。
　試 料 2 、滑脱 応 力 は あ る が、縫 糸が 切 れ て い る 。 こ れ は 切 断 後滑脱が復元 す る た め で 、織
　　　　 糸 の 伸 度 が 大 き く、縫 糸 の 伸度 が 小 さ い た め に 引張 応 力 が 縫 糸 に 集 中 し た 結果 と 思
　　　　 わ れ る 。
　試 料 3 、織 糸 の 伸び が 小 さ く、縫 糸 の 伸 び が 大 き い た め 引張 応 力 が 織 糸 に 集 中 し た 。
　試 料 4 、た て 糸 の 伸 び が よ こ 糸 の 伸 びよ りも大 き い の で よ こ 糸 に 応 力 が 集 中 し た た め と思
　　　　 わ れ る 。
　試 料 5 、試料 4 と同 じ 現 象 と思わ れ る 。
　試料 6 、密度 が 大 で 、織 糸 が 太 い た め 縫 糸切 れ す る も の と 思 われ る 。
　 試料 7 、滑脱 抵抗 が小 さ い 。 っ ま り滑 脱 しや す い 。
　試料 8 、織糸 の 伸 び が小 さ く、縫 糸 の 伸 び が大 き い ため 引張応 力 が 織 糸 に集中 し た 。
　試料 9 、 織糸 の 密 度 と繊 度 が大 き い た め 、縫 糸 切 れ を起 こ す もの と思 b れ る 。
　 又、運 針 数 素材 と滑脱 応 力との 関係は 、 運 針 数 が 多 くな る 程 、 応 力が大 と な り、洗 た く 処
・
理後 は 更 に 顕 著 に な る 傾向 が 見 ら れ る 。
　 又 、洗た く処 理 に よ り、滑脱応 力が 低下す る 傾 向が認 め られ るの で 、更に 試験 を継続 し確
認 し た い と思 う。
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第 7 表 　縫 目 の 滑 脱 抵 抗 力
洗 た く 処 理 後 単位 
種
　 　 　 試 料 噛
糸
　　 針 数
1 2 3 4 5 6 7 8 9







10／吋 2．2911 ．6 布 破 断 織糸 切れ 織 糸切 れ 縫糸 切 れ 3．Q5 布 破 断 14．7
13／吋 2．9615 ．5 布 破 断 織糸切 れ 織 糸切 れ 縫 糸 切 れ 3．52 布 破 断 2L5
7／吋 L72
’







10／吋 2．408 ．18 布 破 断 織 糸 切 れ 織 糸 切 れ 縫 糸 切れ 2，80 布 破 断 10．6
13／吋 2．86 ．1L3
　 ε
布 破 断 織 糸切 れ 織糸 切れ 縫 糸 切 れ ．3．20 布 破 断 13．5









10／吋 2．257 ．52 布 破 断 織 糸切 れ 織糸切 れ 縫 糸切 れ 3．06 布 破 断 13．9
13／吋 2．5612 ．7 布 破 断 織 糸切 れ 織糸切 れ 縫 糸 切 れ 4．30 布 破 断 14．6
　 考察 。
　　　 洗 た く処 理 前 と 大体同 じ傾 向 で 、 詳細 に 比 較 す る と若 干滑 脱抵 抗 が低下 し て い る 。 そ
の 原 因 は 、洗 た く損傷 と思 わ れ る。
2 ．3．2．検 鏡 結 果
　測 定後 の 縫 目 に 生 じ た ス リ ッ プ幅 を、低倍率 で 検鏡 し た 結果、縫 目 ス リ ッ プ の 状 態 は 、写
真イ〜 ヌ に 見 られ る よ う に 、A 〜 E の 5 つ の タ イ プ に 分 けら れ る 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 9 ｝




　 B 、縫 目部 分 の よ こ 糸 が ス リ ッ プ し て い る もの 、い わ ゆ る 滑 脱現 象で あ る 。
　　　　（写真一ハ 、 二 、）
　C 、滑 脱 応 力 が 認 め られ る が 、 B の 場 合 と 異 な っ て 縫 糸切 れ を起 こ して い る も の 。
　　　 （写 真一 ホ 、 へ 、）
　 D 、織 糸の よ こ糸 が切れ て い る もの 。
　　　 （写 真一 ト、チ 、）
　 E 、織 物 が 破 断 す る もの 。
　　　 （写真一 リ、 ヌ 、）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1o1
　 こ の 様 な現象 は 都竹 、富部氏 の 研 究 に も認 め られ て い る 。
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卜．
D タ イ プ
（試 料M5
　（パ レ ス ｝
チ．
リ．
E タ イ プ
試 料No　3
（絹 織 物 ）
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ヌ ．
　よ っ て 、 使用 した試料 を上記 に 従 っ て 、分類 し て み る と、次 の 様 に な る 。
　　A ． 6．（W ／E）、　 9 ．（白ジ ョ ーゼ ッ ト）
　　 B ．　1 ．（ジ ョ ーゼ ッ ト（30d ））
　　　 　7 ．（ジ ョ ーゼ ッ ト（5（U ））
　　C ． 2 ．（揚 　抑 ）
　　 D ． 4 ． （パ レ ス （レ ッ 　ド））
　　　　5．（パ レ ス （ベ ージ ュ ））
　　E ． 3 ．（絹）、　 8 ．（綿 ボ イ ル ）
　即 ち、縫 製 し た 縫 目 を、定 速伸 長型 引張 試験機 を用 い て 、 グ ラ ブ 法 に よ り引張 り 強度 を測
る場合は 、少 くとも上 記 の 何れ に 該 当す る か を考 慮 し て 、デ ータ を よま な くて は 、 意味 が な
い こ と に な る 。 今回 の 実験 で は、各 々 の タ イ プ に 分類 し、デ ータ が 少数 で あ っ た の で 、各 タ
イ プ に つ い て の 吟 味 は 充分 出来か ね る が 、若干 の 考察 を試 み た 。
タ イ プ A 、縫糸 が 切 れ、布 に 異 常 が な い も の 。 試 料 6 、 9
　　　 1 、比 較的織糸 が 太 く、組 織 が密 な もの 。
　　　 2 、織糸 の 強度の 高 い もの 。
　　　3 、経 、緯 に 強撚糸 を使 い バ ラ ン ス の と れ た 組織 の も の 。
タ イ プ B 、 織物 の 縫 目滑 脱 を発生 す る もの は 、試料 1 、 7
　　　 1 、撚数の 少 な い もの 。
一般に
　　　2 、 綾組 織 の も の で あ る が こ の 場 合 （試料 1 、 7 ） フ ィ ラ メ ン ト使 い で ある こ と が 共
　　　 　 通点 で あ る 。
タ イ プ C 、滑脱 応 力 が 認 め られ る が 、 縫 糸 も切 れ るも の は、試 料 2
　　　 1 、密 度 が大 で 、織 糸 が 太 い た め縫 糸 が切 れ る と 思 わ れ る 。
　　　 2 、織 糸 の 伸 度 が 大 で 、縫糸 の 伸度が 小 さ い た め に 引張応 力 が縫糸 に 集中す る た め と
　　　 思 わ れ る 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 − 38一
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タ イプ D 、織物 の よ こ 糸 が切 れ る もの は 、 試料 4 、 5
　 　 　 1 、織糸 の 繊 度 の 細 い た め 。
　　　 2 、織糸 の た て密度 が多 い た め 。
タ イ プ E 、織物 の 破 断 す る も の は 、 試 料 3 、 8
　　　 1 、・た て 、よ こ 糸 の 撚 り の ア ン バ ラ ン ス の もの 。
　 　 　 2 、引掛 強 力 の 弱 い も の 。
　各 々 の 現象は 、以 上 の こ と が 原 因 と考 え ら れ る。今後 の 課題 と し て は 、布 の 構造 、 物性 と
縫 糸 の物性 或は縫製方法 と の 因果関係 を、定量的 に究明 す るた め に 各 タ イプ別 の サ ン プ ル 数
を拡 充検 討す る 必要 が あ る 。
　 3．　 結　 語
　縫 製 品 の 性 能 を左右す る 要因 と し て 、縫 目の 美 し さや耐 久性 に 影響 を及ぼ す縫 目滑脱 を主
と し て 、実験検 討 を行 な っ た 。
　試 料 と し て 縫 目の 滑脱 が 起 こ りや す い と思 われ る合 成繊 維織 物 4 種 と比 較的 起 こ り に くい
　 もの 2 種及び天 然 繊維織物 3 種 をと り あ げ、JIS、L 、1079縫 目の滑脱抵抗 力 C 法 に 準 じて
実験 を行 な っ た 。
　 こ の よ う に し て 実験 し た 結 果次の 5 タ イ プ の 違 っ た 現 象 を認 め た 。
　 A ．縫糸が 切 れ 、 布 に 異 常が な い もの 。
　 B ．縫 目部 分 の よ こ 糸 が ス リ ッ プ し て い る もの 。 い わ ゆ る滑脱現 象で あ る 。
　 C ．滑脱 応 力 が 認 め ら れ る が 、 B ．の 場 合 と異 な っ て 縫糸 切 れ を起 こ し て い る もの 。
　 D ．織 物の よ こ 糸 が 切 れ て い る もの 。
　 E ．織物 が破 断す る も の 。
又 、 洗た く処 理 に よ る縫 目滑脱 応力 の 低 下 と、運針 数 が 多 くな る程 滑脱 応 力 が 大 に な る 傾 向
が あ る こ と が 認 め られ た 。 今後は こ れ ら各 タ イ プ に つ い て 、布素材、縫 糸 及 び縫製技 術等の
因果関 係 に つ い て 更 に 究 明 を進 め る 予 定 で あ る 。
　本 研究 は 、本 学教 授荒 川 洵工学 博 士 に 御紹 介 い た だ い て 鐘紡 中央研究 所 に お い て 、昭和 51
年夏 に 行 っ た もの で あ り、直接 御指導 を賜 わ っ た 佐 戸 部 長、井上 、福田 両氏 に 深謝 す る と共
に 、 研究 及び発 表 の 許 可 を賜 わ っ た 中央研 究所 々 長 、 井出幸 三氏 、 種 々 盡 力 を下 さ い ま し た
津田課 長 に 心 か らお礼 申 し上 げ ます 。 ・
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